
2010年日本数学会出版賞の授賞候補推薦について

理事長 坪井　俊

20世紀以来著しい進展を遂げた数学の研究には我が国の数学者も大きく貢献しており，

本会も我が国における数学研究の環境整備に努めて参りました．ところが，数学が高度に

専門化したため， 数学の果たす重要な役割が一般の方々はもとより，理科系の専門家にも

理解されているとは言い難い状況があります．

一方，数学の魅力を巧みに伝える一般向け啓発書が出版されるという誠に喜ばしい事例

も昨近相次ぎみられ，本会としましては側面から応援したいと考えております．また，数

学諸分野の有機的連携を図り，自然科学，社会科学との協力関係を促進するためにも，数

学の魅力や目覚ましい発展の真髄を他分野の専門家のみならず一般にも判りやすく伝える

数学者の努力も奨励したいと考えております．

そこで，本会では「出版活動などの著作活動により，数学の研究・教育・普及に顕著な

業績をあげた活動を顕彰」するために，日本数学会出版賞を設けて 2005年春に授賞を開始

し，これまでに，次のように日本数学会出版賞を贈呈しました．

(敬称略，順不同)

2009年

• 高瀬正仁氏（九州大学大学院数理学研究院）

（授賞理由）オイラー，ガウス，ルジャンドルなどによる古典的著作の優れた翻訳を

はじめとした数々の執筆活動を通して，数学文化の普及に大きな貢献をした．

• 早川書房「数理を愉しむシリーズ」

（授賞理由）早川書房はポピュラーサイエンスのジャンルで，数多くの数学書の中か

ら新旧の良書を選んで出版し，とくに本文庫シリーズは，社会に広く親しみやすい形

で数理科学の社会普及に大きな貢献をした．

• 筑摩書房「ちくま学芸文庫 Math & Science」

（授賞理由）本学芸文庫は数理科学の動機付け，あるいは根底に横たわる思想に関す

る良書を数多く出版し，本格的な数理科学の普及に大きな貢献をした．

2008年

• 大竹　進

（授賞理由）永年にわたり，東京図書の編集者として，また退社後は大竹出版を設立

し，ロシア語の優れ数学書の翻訳出版にたずさわり，日本における数学の進展に大き

く寄与した．

• 山内恭彦・杉浦光夫 著　「連続群論入門」

（授賞理由）本書はリー群の表現論の入門書として歴史的な役割を果たした．行列よ

り始めて，リー群の表現や球関数に至る高度な内容を丁寧に解説し，数学だけでなく

物理学を学ぶ読者からも高い評価を得ている．



• 北野　武

（授賞理由）番組「たけしのコマネチ大学数学科」など社会に広範な影響を与るテレ

ビメディアを通じ，数学の魅力や美しさを娯楽性を兼ね備えた形でわかりやすく伝

え，数学の普及に貢献した．

2007年

• 青木 薫

（授賞理由）サイモン・シン著「フェルマーの最終定理」，ジョージ・G・スピーロ著

「ケプラー予想」等，幅広い層に数学への興味を抱かせる本を翻訳して，数学の普及

に大きく貢献している．

• 荒井 秀男

（授賞理由）長年にわたって岩波書店の数学分野の企画・編集に携わり，岩波講座「基

礎数学」をはじめ，入門書から専門書まで多くの優れた数学書を世に送り出し，日本

の数学の発展に大きく貢献した．

• 小林 昭七・野水 克己 著「Foundations of Differential Geometry, I, II」

（授賞理由）本書は邦人が著わした世界的名著のひとつである．「接続」の概念を中

心に据えることによって微分幾何の面目を一新し，純粋数学のみならず，理論物理学

など数学外の諸分野にも多大の影響を与えた．

• 奈良女子大学附属図書館「岡潔文庫」

（授賞理由）数学者岡潔博士の公表論文から日記や色紙に至るまでも電子化し，数学

の研究や発見についての興味深い内容をウェッブ上に公開，岡潔博士の全貌に迫る一

般向けにも魅力あふれた表現構成をなす優れた文庫である．

• 野崎 昭弘

（授賞理由）ユーモアあふれる，明晰な文章で著された多彩な著書により，数学者を

含む多数の読者を魅了した．特に大人でさえ楽しめる「赤いぼうし」や「πの話」な

ど青少年向けの啓蒙書は特筆に価する．

一昨年より前の情報は，http://mathsoc.jp/prize/pubprize/ をご覧下さい．

2010年日本数学会出版賞授賞候補の会員による推薦を次の要領で募集します．



2010年日本数学会出版賞授賞候補の推薦要領

• 趣旨 出版活動などの著作活動により，数学の研究・教育・普及に顕著な業績をあげ

た活動を顕彰

• 授賞対象 著作物，もしくは著作物等の著者，編集者，制作者，出版者などの個人ま

たは団体．

∗ 特定の著作物等のみならず，個人・出版者等による普及活動全般も授賞対象と

します．

∗ 個人に授賞する場合は，授賞発表時点での存命者に限ります．

∗ 「著作物等」には，書籍，雑誌，ビデオ，DVD，電子媒体等を含みます．論文

は研究業績を顕彰する他の賞の授賞対象でもありますので，原則として授賞対

象とは致しません．

◦ 著作物等の場合に想定する授賞対象としては，数学専門家向け書籍・雑誌，

数学専攻大学院生向け専門書，学部学生用教科書，大学生・高校生・中学

生・小学生等を対象とする啓発著作物等，非数学者向けの専門書籍・雑誌，

一般を対象とする啓発著作物等が考えられますが，これら以外でも，賞の

趣旨に適うものが推薦されてくれば審査対象とします．
◦ 和算関係の著作物等も授賞対象とします．
◦ 著作物等の場合，原則として日本語によるものを授賞対象としますが，日

本人著者による外国語でのオリジナルな著作物等や，日本語による著作物

等を翻訳して世界に普及させたものも授賞対象とします．
◦ 日本語への翻訳著作物等も，訳者，編集者，出版者を授賞対象とします．
◦ 著作物等の場合，審査時点で入手可能なもののみを授賞対象とします．（推

薦時に現物を提出する必要はありませんが，選考委員会が推薦者に対して

審査対象著作物等の一時貸与を御願いする場合があります．）

• 推薦件数等 他薦（各会員毎の件数は問わない）

• 推薦書類 A4版用紙 2枚以内に，次の事項を御記載下さい．

1. 推薦者氏名，数学会会員番号，連絡先住所，電話番号，電子メール宛先．

2. 特定の著作物等に関して推薦して頂く場合には，顕彰すべき対象と著作物等の

書誌事項（著作者名・翻訳者名等，著作物等題名，出版者等名称，出版年，そ

の他）．

3. 編集者・制作者・出版者等に関してその活動を推薦して頂く場合には，その対

象名と顕彰対象とすべき具体的事項．

4. 推薦して頂く理由．

• 推薦書提出締切 2009年 7月 17日（金）（必着）

• 推薦書提出宛先 〒 110-0016 東京都台東区台東１丁目 34-8 日本数学会出版賞選考委

員会宛



2010年日本数学会出版賞授賞候補推薦書

必ずしも本書式を使用しなくて結構です． 他薦する各候補毎に，下記の必要事

項をA4用紙 2枚以内に御記載下さい．

推薦書提出締切 2009年 7月 17日（金）（必着）

推薦書提出先 〒 110-0016 東京都台東区台東 1丁目 34-8 日本数学会出版賞選考委員会

• 推薦者氏名

∗ 数学会会員番号

∗ 連絡先住所

∗ 電話番号

∗ 電子メール宛先

• 他薦する授賞候補 （件数は問いません．本号掲載の推薦要領を御覧下さい．）

∗ 特定の著作物等の場合

◦ 顕彰すべき対象

◦ 著作物等の書誌事項（著作者名・翻訳者名等，著作物等題名，出版者等名

称，出版年等）

∗ 編集者・制作者・出版者の活動の場合

◦ 顕彰すべき対象名

◦ 顕彰対象とすべき具体的事項

• 推薦理由


